
　

ご
挨
拶

盛
隆
会 

会
長　

田
中　

誠
二　

昨
年
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
「
大
阪
・
関
西
万
博
」

に
お
い
て
、
京
都
の
伝
統
か
ら
革
新
ま
で
様
々
な

魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
京
都
の
文
化
力
を
世

界
に
発
信
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

西
脇
隆
俊
知
事
に
お
か
れ
て
は
、
就
任
当
初
か
ら
西

日
本
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
の
復
旧
・
復
興
を
は
じ

め
と
し
て
、
未
曾
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
全
国
に
先
駆

け
た
様
々
な
取
組
で
府
民
の
命
と
健
康
を
守
る
と
と

も
に
、
日
常
生
活
の
回
復
に
向
け
、
事
業
者
等
へ
の

支
援
を
行
う
な
ど
、
困
難
事
案
に
迅
速
・
的
確
に
対

応
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
「
未
来
の
京
都
」
へ
の
施
策
展
開
と
し
て
、

子
育
て
環
境
日
本
一
・
京
都
の
実
現
に
向
け
、
オ
ー

ル
京
都
で
の
取
組
で
推
進
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
京
都

産
業
の
振
興
、
文
化
振
興
、
地
域
づ
く
り
を
は
じ
め
、

多
方
面
に
わ
た
っ
て
確
実
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
こ
れ
ま
で
の
「
あ
た
た
か
い
京
都
」
の
上

に
、「
安
心
・
は
ぐ
く
み
・
輝
き
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
『
わ
く
わ
く
す
る
京
都
』
の
実
現
に
邁
進
さ

れ
る
西
脇
隆
俊
知
事
を
皆
様
と
と
も
に
全
力
で
支
援

す
る
所
存
で
す
。

人
口
減
少
、
気
候
変
動
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

技
術
革
新
な
ど
に
よ
っ
て
、
社
会
の
あ
り

方
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
、
私
た
ち
に
は
、
国
内
外
の

人
々
を
魅
了
す
る
京
都
を
、
次
の
世
代
へ

と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

２
期
８
年
の
実
績
・
経
験
を
活
か
し
、

人
と
人
と
の
絆
や
信
頼
関
係
を
大
切
に

す
る
「
あ
た
た
か
い
京
都
」
の
上
に
、
府
民

が
安
心
で
き
、
世
代
を
超
え
て
誰
も
が

は
ぐ
く
ま
れ
、
多
彩
な
魅
力
で
輝
く
、

『
わ
く
わ
く
す
る
京
都
』
を
府
民
の
皆
様
と

と
も
に
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

西
脇
隆
俊
知
事
の

　
　

決
意
表
明
（
要
旨
）

西脇隆俊知事が 幅広い府民の要望に応え
京都府知事選挙への出馬を決意されました

わくわくする京都
～安心・はぐくみ・輝き～

令和８年１月１０日に、西脇隆俊知事が、「安心」・「はぐくみ」・「輝き」の３つをキーワードに
『わくわくする京都』をめざして、京都府知事選挙に出馬する決意を表明されました。

西脇隆俊公式

にしわき隆俊
オフィシャルサイト

令和 8年 3月 5日（通巻第26号）
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あらゆる危機に備え、住み慣れた地域で、これからも暮らし続けることができる、府民の
皆様が「安心できる京都」を目指します。
《主な取組》京都式「医療あんしんネットワーク（仮称）」の構築　等

安  心
子どもからお年寄りまで、誰もが役割を持って活躍できるよう、府民の皆様が「はぐくまれ
る京都」を目指します。
《主な取組》生きる力を育み好奇心を活かす「京都学びの探求プロジェクト（仮称）」の展開 等 

はぐくみ
連綿と受け継がれてきた多彩な魅力にあふれる「輝く京都」を目指します。
《主な取組》産業創造リーディングゾーンをステップアップさせた「京都産業創造プロジェクト」の展開 等輝　き

『わくわくする京都』をめざして

～西脇隆俊 ２期８年の主要な実績～
あらゆる危機事象に的確に対応し、府民生活を守り事業活動を支える

●西日本豪雨や台風21号などの自然災害からの速やかな復旧・復興
●新型コロナウイルス感染症を、全ての医療関係者・事業者・府民のご協力により乗り切る
　　⇒　ゼロゼロ融資や妊婦のＰＣＲ公費検査はその後、全国制度として導入
●激甚化・頻発化する自然災害などに迅速・的確に対応する常設の危機管理センターの設置
●鳥インフルエンザでは発生当日に府の予算を決定し短期間で防疫措置を完了 あらゆる危機事象から、府民の安全・安心を

守る拠点として、令和６年に京都府危機管理
センターの運営を開始

府民生活や事業活動の基盤となり未来を支えるインフラ整備を格段に推進
●京都舞鶴港国際ふ頭Ⅱ期整備に着手
●ＪＲ奈良線高速化・複線化第２期事業の開業
●国や地元と連携し、山陰近畿自動車の整備を促進（網野～久美浜のルート帯の決定等）
●鷲峰山トンネルや白鳥トンネル、南八田道路、東中央線、木津川東バイパスの開通等

京都舞鶴港国際ふ頭のⅡ期整備の完成イメージ

未来を拓く京都産業の実現に向け、産業創造やイノベーション、人材育成を推進
●産業創出のため各地域が有する資源を活かした「産業創造リーディングゾーン」を推進
●世界が注目するスタートアップやコンテンツ産業の推進
　　⇒日本最大級のスタートアップカンファレンスIVSを３年連続、京都で開催
●全世代を対象としたリカレント拠点となる
　「生涯現役クリエイティブセンター」の開設
●大阪・関西万博を契機とした京都の魅力発信

子育て環境日本一・京都の実現に向け、オール京都で取り組みを推進
●府民と対話を行い、「子育て環境日本一推進戦略」を策定
　　⇒「社会で子どもを育てる」という考えは、その後、国のこども未来戦略方針にも掲載
●子育て世帯の経済的負担軽減のため、子育て支援医療助成や
　私立高等学校あんしん修学支援の拡充
●全国初となる「親子誰でも通園制度」の開始
●子育てにやさしい職場づくり行動宣言企業制度の創設
　3,309社(令和8年1月時点)

関西パビリオン京都ゾーン きょうとお茶のまるごと博覧会
グランドフィナーレ 北野大茶会

令和 8年 3月 5日（通巻第26号）


